
 
 
 
 
 

 
 
 

 
学校教育目標 「気づき、考え、実行する子どもの育成～博愛の里 伸びゆくわれら 中小っ子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀市立中川副小学校 学校通信 

No.１５ 令和７年１２月１２日 

文責：校長 中武 友子 

 １５０年の長い歴史の中で、健やかな子どもたちの成長のため、地域・保護者の皆様からは、多くの支援

をいただいてまいりました。この節目を迎えるにあたり、改めて深く感謝申し上げます。 

 これまでのお便りでお知らせしてきたとおり、この栄えある記念を子どもたちの成長の機会にしようと実

行委員会を立ち上げ、裁量権を子どもたちに渡し、子どもたちの思いを大切に準備してまいりました。約半

年に及ぶその過程において、子どもたちは自分のもつ「よさ」を存分に発揮してきたと思います。式典当日

は、子どもたちの立ち姿や歌声に、これまでの子どもたちの活躍が次々に浮かんできて、胸がいっぱいにな

りました。ご臨席いただいた方々からも、子どもたちの頑張りにたくさんのお褒めのことばが届きました。

大変、ありがたく思います。 

 実行委員が記念歌のメロディに乗せて伝えた言葉の中に、地域・保護者の方々に向けた思いとして「ボラ

ンティア精神を感じるたびに憧れます」というフレーズがありました。「大人が子どもに憧れの姿を見せ、

上級生が下級生の憧れの存在となる」このようにして続いてきた１５０年の歴史が、「博愛」の心をもつ子

どもの育ちを支えているのだと強く思える１日でした。今後も、子どもたちが活躍する学校づくりを進めて

まいります。地域・保護者の皆様もともに、より一層、子どもたちの自己決定を尊重し、「気づき 考え 

実行する」子どもたちの成長を支えていただければ幸いです。 

子どもたちに委ねた創立１５０周年の節目！ともに祝っていただき感謝します！ 

 すばらしい１５０周年式典

でした。子どもたちにとっ

て、一生忘れ得ぬ、かけがい

のない思い出になることでし

ょう。また、式典をつくりあ

げるプロセスで培った経験

が、不確実性の時代を「生き

抜く」力になることでしょ

う。  歴史館館長 佐幸様 

 これまで子どもたちが主体

となって、準備を進めてきた

ことがよくわかりました。

「ひとつのプロジェクトを半

年かけて準備する」小学生で

こんなことができるなんてす

ごいと思うし、この経験は、

みんなにとって、とても貴重

なものです。 冨永ボンド様 

 すばらしい記念式典に出席さ

せていただきありがとうござい

ました。子どもたち、先生方が

一体となり準備されてきたこと

がよく分かりました。中川副小

学校の目標である「気づき 考

え 実行する」がまさしく実践

された感動させられた式典でし

た。   読み聞かせ 副田様 

   歴史館館長 佐幸様 



 

 

  

 

 

８日（木） ３学期始業式 

       あいさつ運動（青少年健全育成協議会） 

 ９日（月） 給食開始 

１３日（金） 委員会活動 

１５日（木） エコ会議 

２０日（火） クラブ活動（３年生見学） 

  

 

２２日（水） 新入学時説明会 

２６日（月） たてわりリーダー会 

２７日（火） 代表委員会 

２８日（水） エコ集会 

３０日（金） 授業参観 

 受付は「中っ子サポートクラブ」の皆様に手伝っていただき３年生が担当しました。３年生は張り切って

来賓の皆様を案内していました。司会は５年生実行委員に任せました。１か月以上前から練習を開始し、会

の流れを先生方に尋ね、何度も台本を書き変えて本番に臨みました。おみこしを担いでオープニングを飾っ

たのは１、２年生、自分たちで作ったおみこしを担いで入場しました。アイディアを出し合い、楽しい学校

やお祝いのケーキをとても楽しそうに作っていました。くす玉を担当した３，４年生は、言葉係、くす玉

係、カード係カウントダウンの「５・４・３・２・１・０」を「祝１５０周年」にカードをひっくり返し、

お祝いしました。 

 実行委員長が活動全体を振り返ってあいさつを行い、キャラクター係、アート係、歌係、イベント係のそ
れぞれのリーダーがこれまでの活動の報告をしました。自分たちで原稿をつくり、休み時間に練習を繰り返
して覚えていました。どんどん上手になっていく姿に、上級生らしい頼もしさを感じました。 

 記念歌「きらり かがやけ 中っ子たち～１５０年の歴史とともに～」を吉武愛子先生の指揮、江口朱美先生
の伴奏で歌いました。子どもたちは、心に響く歌声を披露したと思います。ご臨席いただいた方々から、大
きな拍手をいただきました。今後も歌い続けていきたいと思います。地域・保護者代表実行委員長の田辺さ
んからも温かいご挨拶をいただきました。地域・保護者実行委員の皆様には、いつも子どもたちのことを大
切に考えていただき、ありがたかったです。 

 第２部は冨永ボンド先生に記念講演をお願いしました。６年生が講師紹介を担

当し、自分たちが描いた作品とともに紹介しました。ボンド先生は「絵心」「真

心」「童心（憧れをもつ心）」を大切にしようというお話をしてくださいました。

また、参加者から色のリクエストを聞き、１枚の絵を創作していかれました。創

作の最後、黒いボンドで仕上げてくださる時間、子どもたちが記念歌を歌いまし

た。歌と絵画のコラボレーションがとても素敵で、感激しました。 

２月２７日（金）６年生ありがとう集会 


